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Trajectories of 
surface drifters

June. 1999 - Feb. 2000

Ohshima et al., 2002

Surface drifter velocities
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AVHRR image 
with drifter 
velocities

1999/10/12

Mean surface flow Flow at 500m

Ohshima et al., 2002 Ohshima et al., 2004

from profiling floatsfrom surface drifters
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Geopotential anomaly 
from historical data

100db/1000db
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東樺太海流　53°N

鉛直断面
季節変動

Mizuta et al.,2003

Takikawa et al.2005

0m

1000m

北海道新聞平成14年10月12日
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2. 三次元海洋モデル

・ 水平1/12度、鉛直４５層

・ １６年のスピンアップ後、

　月平均気候値の熱・塩
　フラックスと日々の風応力　
　（ERA40）　　　　　　　　
・ 期間：1998－2000年

・ 水平粘性・拡散：
　Smagorinsky (1963)

・ 鉛直粘性・拡散：Mellor 
　　　and Yamada (1982)

・ ETOPO5

・ 潮汐・海氷なし

・ z-σ座標系

Surface drifter

Model (35m)

Simizu & Ohshima 
2006, JGR
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Observation

Model

Velocity structure of ESC at 53N

Simizu & Ohshima,
2006, JGR

Wind stress and its curl (Annual mean)
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Streamfunction (Annual mean)
Model Sverdrup transport

0=Ψ
at 500m

Density at 400m
Observation Model

53N



8

Observation(historical data) Model
Density section at 53N
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Arrested Topographic Waves
(ATWs)

Ekman flux
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Transport  =∫-∞
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curl       drivenτ

係留観測 モデル

ATW

Arrested Topographic Waves

(ATWs)
Ekman 
flux

τy

Transport  =∫-∞

τy

f
dy



10

Sa
kh

al
in M1

M2

M3

M4

M5 M6

3.3 係留観測（Mizuta et al., 2003）との比較（２）

1/6度

特に、成層の弱い時期
（１１－４月）に良い一致

観測
モデル

1/12度

モデル流速と表層ブイ流速のフィ
ティングマップ
（3日移動平均）
● ：Good （残差ベクトル50％以下）
○ ：Moderate fitting （50－100%）
☓ ：Bad fitting （100%以上）

表層ブイとモデルの南北流速の比較：
　水深1000ｍ以下のサハリン陸棚域
のみで比較した. 南流を正。
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サハリン油田

油まみれの鳥の知床への漂着

：５５００羽 ：2006年2-3月
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アムール川上流・松花江での
化学工場爆発による
汚染物質流出事故
　　：2005年11月

松花江

Ohshima et al., 2002

サハリン油田

アムール川

松
花
江
事
件 油まみれ鳥
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１：サハリン油田・タンカーによる流出油の漂流予測

２：油まみれの鳥の知床への漂着 ：５５００羽
：2006年2-3月：どこから来た？

３：アムール川上流・松花江での化学工場爆発によ
る汚染物質流出事故 ：2005年11月
　：オホーツク海の汚染・北海道沖まで来る？　

　　　

オホーツク海の海流を明らかにする

数値モデルシミュレーションによる
　　　漂流予測モデルの開発

Varlamov et al. (1999)

風のみ 風＋海流（月平均外力）

風＋海流（日外力）

風＋海流（日外力）
　　　＋高度計同化

ナホトカ号油流出事故

九州大学



14

６月 １０月

粒子投下から２ヵ月後

15 m

海流のみで
漂流

15m5m0m
1999年 10月流出 12月31日の結果

海流のみ海流＋風
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15m5m0m
10月流出 12月31日の結果1998年

海流のみ海流＋風

サハリン油田からの粒子の漂流
• 季節による違い
　　　秋～冬：　１－２ヶ月で北海道沖へ

• 年による違い
　　　沖向き成分の風が強い年は北海道沖まで

　　　　　到達せず

• 深さによる違い　
　　　０ｍ：海流＋風，東樺太海流から外れうる

　　　１５ｍ：東樺太海流で決まり、必ず北海道沖へ
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油まみれの鳥の知床への漂着

：５５００羽 ：2006年2-3月

粒子追跡シミュレーションから油まみれの鳥が
どこから来たかを探る

後方粒子追跡
Backward-tracking

2月28日から1月1日まで
毎日の知床沖の粒子を
後方追跡した場合


